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宮山県はコンフの消費が慌んで，近年の家計百lu査(総 ついては木谷 -長田 (1989)が詳しく述べているので

務庁統計局 1989，注 都道府県庁所在都市で実施) 省略するか，深層水は水深 210m に達する取水管を

によれば富山市の 1世帯あたりのコンブにあIする年間 通してポンプで海上まで汲み上げられた。著者は「豊

消費支/1:¥金額は全国 1C立となっている。しかし，本県 洋」船上でこの深層水を用いてマコンブ Lamutaria

にはコンブ'属植物は自生していなし、。最近このように )atollica ARESCHOUCの政義実験を行った。

天然、コンブが分布していない本州の温暖な地方でもコ 実験に使用したマコンブ'は1989年 7月18日に北海道

ンブ養殖が行われるよ うになってきており，新潟(坂 函館市穴澗で採集 し， 50Cで保冷輸送された幼体で，

井 1968，1969)，神奈川 (TORKKOel al. 198i)，兵庫 (井 富山県水産試験場のアクアト ロン冷却海水 (約 90C)

伊ら 1966)，長崎 (凹井 -西川 1968)の各県からの報 で流水培越しておき，7月24日に冷却海水と ともにア

告がある。 イスボック スに入れて現場まで運んで実験に供した。

富山湾では1986年度より科学t支術庁のアクアマ リン 「豊洋」 では 14 (1団体 (全長 77~280 mm)の基部に ビ

計画の一環として「海洋深層資源の有効利用に関する ニーノレチューブで(1，団体標識をつけるとともに小石に縛

研究」が実施されており， 1989年 7月14日から 9月 7 り，パソライト水僧 (80cm X 50 cm X深さ 33口百)に沈

日まで富山県氷見市脇沖東 4.2klllの水深約 300m の め，(&み上げ直後の深層水 (約 60C)で流水培養した。

地点 (Fig 1)に係留された洋上設紅型深層水利用装置 水槽には横溢防止のため透明なビニーノレカパーをかけ

「豊洋J(Fig. 2)によって深所の海水(以後，単に深層 たが，特別な光調節はせず，天然、光を当てた。また同

水と呼ぶ)の取水 ・散水実験が行われた。「最洋」に じWJ聞に「豊洋」の北約 1.4kmで深層水散布実験の

Fig. 1. Map of Toyama say showing lhe ex-

perilllenl site (女)

影響を受けない地点の付着生物調査ロープから海司

(水深約 5Ill，水瓶 25-2iOC)に網カゴ (41Clll X 

Fig 2 “Hou-You"， a deep-water pumping-
up systclll 
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Table 1. NUlrienl data (pM) of surface water and pumped-up deep-water 

(210 m depth) in Toyama Bay (August 21，1989) 

Surface water 

1'umped-up deep-water 

ND: Not detectecl 

N03-N 

ND 

10.35 

1'0，，-1' 

0.02 

1.09 

SiO，-Si 

3.09 

15.52 

Table 2. Growth of Laminaria jato11ica annllal plants (n = 12) cultured with 

c1eep-water pllmpecl lIP in Toyama Bay from J 1I1y 24 to AlIgllst 21， 1989 

Growth (mm) Daily growth rate (m出 day)

Total length B1acle width TOlal length Blacle wiclth 

Mean 270 57 9.6 2.0 

Maximum 443 72 15.2 2.6 

Minimum 65 37 2.3 1.3 

41口百 X66 cm)を垂下して，その中に同様の個体標識 8月21日にiJ!Jj定したマコンブの生長結果は Table2 

を施したマコンブ幼休 7 個体(全長 1 80~480 mm) に:t~げる通りで，生長した務体の一例を Fig.3 に示し

を吊り下げて観察を行った。 た。マコンブは28日間で全長において平均270(最高

8月21日に「豊洋」において係集した表層水及び汲 443)mm，薬師において平均57(最高72)mm生長した。

み上げi直後の深層水の栄養甑波度の分析結果を Table これらの値から日間生長量を計算したところ，全長で

lに示したが， M酸態皇室素，リン酸態リン及び珪酸態 は平均96(最高15.2)mm/day，業!隔では平均20(最高

波素のL、ずれにおいても深層水が表層水よりも高濃度 2.6)mm/c1ay となった。なお培養した14個体のうち 2

であった。 個体は同様の生長がみられたものの，静ftl培養のため

Fig. 3. Annual plant of Lami11a円a)atOTlICa 
culturecl with pumpecl-up c1eep-watel 

か，自由;旋状に巻いたのでiJ!iJ定から除外した。また実験

期間中，螺旋状となった個体を含め，いずれの務体に

も末枯れは見られなかった。なお水槽内は珪藻が壁面

を覆ったほかは付着生物による汚損は見られなかった。

一方，海中垂下試験では葉状部と茎状部はすべて枯

れ，わずかに付着目際だけが残った。また網カゴはコケ

ム γ，ヒ 1'"コ虫， ワレカラ及びヨコエビによる生物汚

損が甚だしかった。 培義及び海中垂下実験は深層水の

取7Jくが行われる限り継続する予定であったが，8月27

日に台風17号襲来のために打ち切った。

これまでに制べられた本邦産コンフ、属の l年日深体

の夏季 (7~ 8月)における生長をみるとナカコンブ

(佐 木々 1969)で 3cm/day以上仲長したことが記録さ

れているほかは，リγ リコンブで 0.8cm/day (;jljJlEDら

1971) ， ミツイ γ コンブで 0.5 cm/c1ay (I--IASEGAWA 

1962)，マコンブ 0.1cm/day (能登谷 ・松宮 1987)とい

ずれも低く，今回の結果はこれらを上回る良好な生長

であった。深熔水は，*，島 ・豊田 (1989)も述べている

ように水質恒常性，低温， ZE;栄養及び清浄の 4つの特

性を有し，ヲ主流系の海部であるコンブの培養，特にiffit

|援な地方で]::'J)遡になる越夏には極めて有効な培養液と
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考えられる。

終りに，マコンブを採集し送って下さった北海道大

学水産学部の安井章助手，栄養塩のデータを提供し

て下さった日本海区水産研究所の長田 宏研究員，実

験に御協力いただいた富山県水産試験場の今村 明次

長及び調査船はやっき乗組員各位，写真を提供してい

ただいた関東雄船長にお礼申し上げる。
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